
　

私
の
故
郷 

〈
当
時
の
住
所
名
：
島

根
県
簸
川
郡
大
社
町
鵜う

ど峠
、
現
在
は
、

島
根
県
出
雲
市
大
社
町
鵜
峠
〉
は
無

医
村
で
あ
り
、
幼
年
期
、
熱
を
出
し

て
は
今
は
亡
き
母（
九
六
歳
で
死
去
）

に
背
負
わ
れ
て
、
隣
の
村（
鷺さ

ぎ
う
ら浦
）
の

診
療
所
に
行
っ
た
体
験
が
、
脳
裏
に

焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
三

歳
に
し
て
、
医
者
に
な
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
七
一
二
年
に
編
纂
さ
れ
た

『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
、
医
療
の
原

点
を
教
え
て
く
れ
る
大
国
主
命
の
出

雲
大
社
か
ら
、
八
キ
ロ
ほ
ど
、
峠
を

越
え
て
美
し
い
日
本
海
に
面
し
た
小

さ
な
村
が
、
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
鵜

峠
で
す
。
隣
の
鷺
浦
と
合
わ
せ
て
、

鵜う

鷺さ
ぎ

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
七
一
三

年
に
編
纂
が
命
じ
ら
れ
た
と
い
う

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
も
登
場
す
る

歴
史
あ
る
地
で
す
。
そ
の
村
で
、
私

の
生
涯
に
強
い
印
象
を
与
え
た
ひ
と

つ
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
母
校
の
鵜

鷺
小
学
校（
鵜
峠
と
鷺
浦
の
中
間
に

位
置
す
る
）
の
卒
業
式
で
、
来
賓
が

言
っ
た
言
葉「
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
」（boys be ambitious

）

で
す
。
札
幌
農
学
校
を
率
い
た
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ク
ラ
ー
ク（
一
八
二
六
―

一
八
八
六
）
が
、
そ
の
地
を
去
る
に

臨
ん
で
、
馬
上
か
ら
学
生
に
向
か
っ

て
叫
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
言
葉

で
す
。
ク
ラ
ー
ク
精
神
が
新
渡
戸
稲

造（
一
八
六
二
―
一
九
三
三
）、
内
村

鑑
三（
一
八
六
一
―
一
九
三
〇
）
と
い

う
、
後
に
筆
者
の
尊
敬
す
る
二
人
を

生
み
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
原
点
で

あ
り
、
そ
し
て
一
九
歳
の
時
か
ら
、

尊
敬
す
る
人
物
に
つ
い
て
、
静
か
に
、

感
し
ま
す
。「
考
え
深
げ
な
黙
想
と
真

摯
な
魂
と
輝
く
目
」
の
風
貌
こ
そ
、

現
代
に
求
め
ら
れ
る「
教
育
者
の
風

貌
」
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
南
原
繁

は
、「
教
養
あ
る
人
間
と
は
、
自
分
の

あ
ら
ゆ
る
行
動
に
普
遍
性
の
烙
印
を

押
す
こ
と
で
あ
り
、
自
己
の
特
殊
性

を
放
棄
し
て
普
遍
的
な
原
則
に
従
っ

て
行
為
す
る
人
間
の
こ
と
で
あ
る
」

と
書
い
て
い
ま
す
。「
そ
れ
は
人
間
の

直
接
的
な
衝
動
や
熱
情
に
よ
っ
て
行

動
す
る
代
り
に
、
つ
ね
に
理
論
的
な

態
度
を
と
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。」（
南
原
繁
著
作
集
第
三

巻
）
ま
た
、「
時
代
を
動
か
す
リ
ー

ダ
ー
の
清
々
し
い
胆
力
」
と
し
て
の

「
人
間
の
知
恵
と
洞
察
と
と
も
に
、

自
由
に
し
て
勇
気
あ
る
行
動
」（
南
原

繁
著
の｢

新
渡
戸
稲
造
先
生｣

よ
り
）

と
い
う
文
章
が
思
い
出
さ
れ
る
今
日

こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。
南
原
繁
は
、

「
国
民
の
理
想
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く

り
出
す
の
は
、
根
本
に
お
い
て
教
育

と
学
問
の
ほ
か
に
は
な
い
」
と
も
書

い
て
い
ま
す
。

　

前
述
し
た
新
渡
戸
稲
造
の
言
葉
か

ら
、「
私
が
感
銘
を
受
け
た
言
葉
の
処

方
箋
一
〇
か
条
」
を
掲
げ
ま
す
。

　

新
渡
戸
稲
造
は
、
一
九
二
〇
年
～

一
九
二
六
年
に
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
で
国
際
連
盟
事
務
次
長
と
し
て

学
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
人
物
と
は
、

南
原
繁（
一
八
八
九
―
一
九
七
四
）
で

あ
り
、
上
記
の
新
渡
戸
稲
造･

内
村
鑑

三
で
あ
り
、
ま
た
、
矢
内
原
忠
雄

（
一
八
九
三
―
一
九
六
一
）
で
す
。

　

私
は
、
南
原
繁
に
会
っ
た
こ
と
は

な
い
の
で
す
が
、
南
原
繁
が
東
大
総

長
時
代
の
法
学
部
と
医
学
部
の
学
生

で
あ
っ
た
二
人
の
恩
師
か
ら
、
南
原

繁
の
風
貌
、
人
と
な
り
を
直
接
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。〈
南
原
繁

は
、「
高
度
な
専
門
知
識
と
幅
広
い
教

養
」
を
兼
ね
備
え
て
い
る
人
物
で
あ

り
、「
視
野
狭
窄
に
な
ら
ず
、
複
眼
の

思
考
を
持
ち
、
教
養
を
深
め
、
時
代

を
読
む
具
眼
の
士
」〉
と
教
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
南
原

繁
の
言
葉
は
、
ま
さ
に「
言
葉
の
処

方
箋
」
と
な
っ
て
、
私
に
迫
り
ま
す
。

人
間
は
、
自
分
で
は「
希
望
の
な
い

状
況
」
で
あ
る
と
思
っ
た
と
し
て
も
、

「
人
生
の
方
か
ら
は
期
待
さ
れ
て
い

る
存
在
」
で
あ
る
と
実
感
す
る
深
い

学
び
の
時
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
時
、
そ
の
人
ら
し
い
も
の
が
発

動
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

「
役
割
意
識
と
使
命
感
」
の
自
覚
へ

と
導
き
ま
す
。「
練
ら
れ
た
品
性
と

綽
々
た
る
余
裕
」
は「
教
育
の
真
髄
」

で
あ
り
ま
す
。「
ビ
ジ
ョ
ン
」は
人
知
・

思
い
を
超
え
て
進
展
す
る
こ
と
を
痛

オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島
帰
属
問
題
解
決
に

尽
力
し
、
帰
国
後
は
女
子
大
学
の
学

長
を
務
め
女
性
の
教
育
に
も
勤
し
ん

で
い
ま
し
た
。

一
．
間
断
な
き
努
力
は
進
歩
の
条
件

二
． 

自
分
の
力
が
人
の
役
に
立
つ
と

思
う
と
き
は
進
ん
で
や
れ

三
．
意
思
は
人
な
り

四
． 

人
の
欠
点
を
指
摘
す
る
要
は
な

い
。
人
の
あ
や
ま
ち
は
語
る
に

は
足
り
ぬ

五
．
学
問
よ
り
実
行

六
． 

理
由
が
あ
っ
て
も
腹
を
た
て
ぬ

こ
そ
非
凡
の
人

七
．
花
は
芽
に
あ
り

八
．
威
厳
は
優
し
き
声
に
現
れ
る

九
．
わ
れ
太
平
洋
の
橋
と
な
ら
ん

一
〇 

．
心
が
け
に
よ
り
逆
境
も
順
境

と
さ
れ
る

　
「
責
務
を
希
望
の
後
に
廻
さ
な
い
、

愛
の
生
み
た
る
不
屈
の
気
性
」
が
、

「
人
生
の
扇
の
要
」の
如
く
甦
り
ま
す
。

「
生
活
環
境
や
言
葉
が
違
っ
て
も
心

が
通
え
ば
友
達
で
あ
り
、
心
が
通
じ

合
う
人
と
出
会
う
こ
と
が
人
間
の
一

番
の
楽
し
み
で
あ
る
。」（
新
渡
戸
稲

造
）
を
体
験
す
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
始
ま
り
は「
人
材
」
で

あ
り
ま
す
。「
は
し
る
べ
き
行
程
」
と

「
見
据
え
る
勇
気
」、
そ
し
て
世
界
の

動
向
を
見
極
め
つ
つ
、
高
ら
か
に
理

念
を
語
る「
小
国
の
大
人
物
」
出
で

よ
！

　

一
見「
理
解
不
能
モ
ー
ド
」
で
あ

る
複
雑
な
現
代
社
会
・
混
沌
の
中
で

の「
一
筋
の
光
」
を
感
ず
る
日
々
で

あ
り
ま
す
。
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「
人
生
邂
逅
」

～
「
非
連
続
性
の
連
続
性
」
～

樋
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興
夫

理
事
長
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